
はじめに 

 

2024年の北陸新幹線福井開業を受けて、より多くの人々に三国の町を訪れてもらえる機会

が増えたとともに、三国で新しく事業を展開しようとする動きも増えてきました。そのよう

な方々が、三国の町、特に町家が形成する町並みを分かりやすく理解するのに手助けとなる

ような資料が必要だと考え、本ガイドラインを制作しました。 

 

本ガイドラインの構成は以下の通りです。 
１章では、三国の町の成り立ちから近代化までの歴史を概略するとともに、これまで展開

されてきた町並み保全や町家改修の取り組みを紹介しています。 
２章では、まず三国湊の町家の特徴を要素ごとに解説と今後の課題を記載しています。そ

の上で、一口に町家といっても様々な特徴を持つ町家が混在していることから、段階を設定

することが必要であることを提言しています。さらに、三国湊の町並みをよりよくしていく

ための今後の課題に関しても列挙しています。 
３章では、これらを踏まえた町並みガイドラインを記載しています。町家の段階的な文化

的価値基準を示し、それぞれの特性に応じた方針を示しています。 
４章では、現行の助成制度と手続きの流れを整理し、町並み整備の支援制度のこれからの

展望を示しています。これまでの外観修景を継続しながら、内部も含めた町家の構成を残し

活用していくための「調査→計画→実施」のそれぞれの段階で踏まえるべき項目を示してい
ます。 
本ガイドラインは既存の町並みを踏査し、これまでまちづくり活動や町家保存の取り組み

をされてきた多くの方々にお話を伺いながら作成しました。踏査結果や専門家へのヒアリン

グ内容、住民の方々とのワークショップの内容を最後に付しています。 

 

ガイドラインを示したことで、様々な人々が三国湊の町並みの特徴を知るきっかけを作る

ことができました。今後は、各地区の意向を丁寧に収集しながら、地域の合意のもと、多様

な主体が参画しやすく、住民一人一人が活用し易いような制度や仕組みを設計することが必

要になってきます。そうすることで、これまでの町並み形成の取組みを継続し、さらに推し

進めていくことができると考えます。 
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